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大雨等の災害時の小中学校の対応等について 

 

１ 大雨時の学校対応について 

厚真町学校防災マニュアル（令和２年度策定）により、気象災害等において、

臨時休業等を教育委員会もしくは学校長が決定する。 

資料：臨時休業基準（厚真町学校防災マニュアルより） 

 

２ 町の考え方 

 厚真町学校防災マニュアル「臨時休業基準」により判断するが、気象状況を

見ながら判断を行う。 

 ８月２７日の大雨の際は、予想降水量から学校長と協議して通常登校を決定

した。 

 ①警報は洪水のみで、大雨については注意報だけであった 

 ②８時以降は少雨予報 

 

３ 臨時休校における懸念事項 

  ・保護者不在の家で家に児童生徒だけが残されるケース 

  ・放課後児童クラブ（学童保育）の開設判断 

  ・児童生徒の下校後（登校前）の安否 

 

４ 他市町の臨時休業基準について 

Ａ市 

各種警報発令時、全小中学校を臨時休業。 

Ｂ町 

状況に応じて判断。 

Ｃ町 

暴風警報で判断。大雨は気象情報により判断。 

Ｄ町 

暴風警報で判断。大雨は近隣の動向を見て判断。 

 

５ 今後の方向性 

全国的な気象の激甚化により、判断が難しい事例が増加している。気象警報

を基準とした現行マニュアルの見直しを行い、今後も児童生徒の安全を最優先

として対応していきたい。 
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